
［成果情報名］有効積算気温法を用いた大豆品種「リュウホウ」の開花期予測

［要約］基準温度 10.9 ℃、有効積算気温 508 ℃とすることで「リュウホウ」の開花期を精

度よく予測できる。また、栽培地点での推定誤差を補正する補正日数を加減することで、

より高精度な予測が可能となる。
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［背景・ねらい］

気象変動に伴う生育相の変化や作期分散を行う大規模作付け地帯での計画的な中耕・培

土作業、追肥の有無、病害虫防除を行う上で大豆の開花期を正確に知ることは重要である。

しかし、大豆に関する生育予測技術の進展は遅く、気象変動や作期分散に伴う生育相の変

動を把握することが難しい。そこで、東北地域で作付面積が最も多い「リュウホウ」につ

いて簡易的な開花期予測モデルを開発する。

［成果の内容・特徴］

１．気象データは、日平均気温をアメダス（大正寺）より取得し、生育データは秋田市雄

和の 2001 年から 2010 年における毎年同一の輪作体系および耕種、圃場管理とした標

播（5 月 23 ～ 25 日）、晩播（6 月 19 ～ 22 日）、極晩播（7 月 8 ～ 12 日）した「リュ

ウホウ」の数値を用いた。対象期間中の日平均気温、日長時間の範囲はそれぞれ、9.9

℃～ 29.0 ℃、13.2 時間～ 14.8 時間である。

２．DVR は播種日から開花期までの日数の逆数とした。DVR と開花期までの期間平均温

度に直線的関係が認められたことから（図１）、基準温度を 10.9 ℃、有効積算気温を 508

℃に設定した。

３．作成した有効積算気温法による予測誤差（RMSE）は 2.1 日となり、精度よく開花期

が予測できる。（図２）。ただし、低温年において予測が大きくはずれる場合がある。

４．栽培地点と利用するアメダス地点の気温差（Δ T）は推定誤差に影響する。モデル開

発地点（雄和）とモデル適用地点でΔ T に差があると推定誤差が偏る（表 1）。東北

農研 1km メッシュとアメダス観測値の 6、7 月の平年値から推定した雄和、大館現地、

大仙現地と各アメダス観測値（大正寺、大館、大曲）のΔ T は、それぞれ 0.5、0.2、0.0

℃であり、雄和と適用地点でのΔ T の差をモデルの基準気温に加算することで補正

できる。さらに、簡易的な補正方法として、雄和と適用地点でのΔ T の差が毎年同

程度と仮定すると、誤差の偏り（誤差平均値）も毎年同程度になることから、数年分

の誤差平均値を補正日数として推定開花期に加減する。大館、大仙の場合は有効積算

気温法による推定値にそれぞれ 2.7、2.8 日を加える（表 1）。

［成果の活用面・留意点］

１．旱害、湿害、クラストなどによる出芽不良や出芽遅れが生じた場合や低温年において

は予測が大きくはずれることがある。
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図１ 播種から開花期までの平均気温
と DVR の関係

図２ 開花期予測モデルによる予測精度

表１ 本予測モデルによる推定値と現地実測値

1) 奨励品種決定調査現地試験（大館市比内町、大

仙市太田町）における実測値。2) 予測モデルによ

る推定値。予測に用いた気象データはアメダス（大

館､大曲）より取得した｡ 3) 実測値から推定値を

差し引いた値。注) 低温年（大館､大仙ともに 2003
年､ 2009 年）、乾燥害による出芽遅れが認められた

年（大館 2005 年）、欠測年（大仙 2006 年､ 2008 年）

は除いた。

注) 2001 年から 2010 年のモデル作成に用いた実測値に

対して予測モデルにより得られた推定値をプロットし

ている。開花期は 1 月 1 日からの日数で示した（190 日

は 7 月 8 日にあたる）。直線は 1:1 の線を示す。

開花期

場所 播種日 実測値
1)

推定値
2)

予測誤差
3)

(月.日) (月.日) (日)

大館現地 2002 5.28 7.29 7.26 -3

2004 6.04 7.30 7.26 -4

2006 5.30 7.29 7.27 -2

2007 5.30 7.26 7.24 -2

2008 5.30 7.26 7.25 -1

2010 5.30 7.22 7.18 -4

大仙現地 2002 5.29 7.27 7.23 -4

2004 6.03 7.27 7.24 -3

2005 6.08 7.27 7.27 0

2007 6.07 7.29 7.26 -3

2010 6.01 7.23 7.19 -4

平均予測 -2.7

誤差 -2.8

-2.7

大館現地

大仙現地

全平均

AET は有効積算気温、Ti、n、Tb、DVRi はそれぞれ、播

種から i 日目の日平均気温、開花に要する日数、基準温度、

発育速度を表す。DVR を開花までの期間平均気温で直線回

帰すると、その傾きの逆数が有効積算気温、ｘ切片が基準

温度である(鮫島 2000、農業研究センター報告(32):P9)。
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